
令和２年６月11日 

生徒並びに保護者の皆さま 

県立国際高等学校長 

 

６月１５日以降の教育活動について 

 

県教育委員会から、６月８日付け「６月１５日以降の学校運営について」の通知がありました。本

通知に従い、標記のことについて、県立国際高等学校として下記のとおり実施します。御理解の上、

御協力いただきますようお願いします。 

 

記 

１ 授業・ＨＲ 

(1) 全ての年次で、登校時・終業時にSHRを行って健康確認の上、通常の時間割に従って全生徒で

教育活動を実施します。 

(2) 感染の危険性を可能な限り低減させるため、引き続き、①各教室で可能な限りの間隔をとる、

②マスクまたはフェイスシールドを着用する、③換気や消毒を行う、などに留意します。 

(3) 今後は、出席・欠席について、記録の上で次のように取り扱います。 

① 発熱や風邪症状等がある場合で、医療機関の受診や保健所への相談の結果、感染の疑いがあ

る等、出席を見合わせるように判断された場合は「出席停止」または「公欠」となります。（詳

細は欠席連絡時に所属する年次教員に相談してください） 

② 感染の不安・心配等の理由で出席できない場合は、「欠席」となります。 

２ 学校行事 

 (1) 文化祭 

準備に相当の時間を要するとともに、密閉空間での長時間の上演や不特定多数の参観者の来校

等、感染の危険性を低減させることが困難なため、今年度は延期せず中止とします。 

 (2) 体育祭 

実施の予定で準備を進めながら、今後の感染状況を見極めた上で、県教育委員会の指導を踏ま

え実施するかどうかの最終判断をします。 

なお、準備に当たっては、文化祭の中止を受け、演目等に工夫の余地がないか生徒会とともに

検討して実施します。 

 (3) その他の行事（海外研修、遠足等） 

県教育委員会からの指示等を踏まえ、今後の感染状況を、実施について慎重に検討した上で別

途、連絡します。 

３ 部活動等 

    段階をおって指導します 

 期  間 活動日数と時間 公式試合 練習試合 合同練習 合宿 

Ⅰ 
６月１５日（月）～ 

６月２８日（日） 

・平日３日17時半完全下校 

(ただし７限実施日は18時) 

休日１日２時間上限 

× 
学区内 

○ 

学区内 

○ 
× 

Ⅱ 
６月２９日（月）～ 

７月 ９日（木） 平日４日２時間程度 

休日１日３時間程度 

× 
県内 

○ 

県内 

○ 
× 

Ⅲ 
７月１０日（金）～ 

 

当面の間、県内のみ 

○ ○ ○ ○ 



○留意事項 

① 「学校の新しい生活様式」（文部科学省５月21日発表）等を踏まえ、可能な限り感染症対策

を行った上で通常の活動を行います。 

② 例年の計画や練習内容等を見直し、余裕のある練習計画を立てるとともに、生徒の健康状態

や技能レベルを適切に把握し、段階を踏んで練習内容を決定します。 

③ 公式試合、練習試合、合同練習、合宿については、感染状況、生徒の状況や保護者の意見等

を踏まえ、不安や課題があり、対応が困難な場合は中止する場合があります。 

４ 授業の補充 

(1) 補充授業 

臨時休業中に実施できなかった授業を補充するため、学習内容の定着を確認の上、生徒の過剰

な負担とならないように留意しながら、夏期休業期間を短縮します。また、夏季休業期間中は補

習（国・地歴・数・理・英）や３者面談等の行事や部活動を実施します。 

(2) 夏期休業期間 

８月１日（土）～８月23日（日） 

(3) １学期末、２学期始めの行事予定。それぞれの行事等の詳細については後日、連絡します。 

月 日 曜 行  事 備  考 

７ ２０ 月 期末考査① ※中間考査は実施しません。 

２１ 火 期末考査②  

２２ 水 期末考査③  

２３ 木 期末考査④ PM３年次保護者会、海の日（代休８/３） 

２４ 金 （スポーツの日） １年次 模試（ベネッセ） 

２５ 土   

２６ 日   

２７ 月 答案返却  

２８ 火 答案返却  

２９ 水 特別編成授業等  

３０ 木 特別編成授業等 １年次CCC特別講義、３年次大学進学説明会 

３１ 金 終業式 通知簿は三者面談等で返却します。 

８ １ 土   

２ 日   

３ 月 代休  

４ 火 

AM補習・PM３者面談・ 

行事（県大ｽﾀﾃﾞｨﾂｱｰ、

県庁ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等） 

～７（金）補習には1・2年次原則出席・３年次
希望者 
 

18 火 補習 ～21（金）1・2年次原則出席・３年次希望者 

24 月 始業式・授業等  

25 火 平常授業開始  

５ そ の 他 

(1) 食堂は業者による営業を行います。なお、当面、座席を指定し、生徒は教員の監督のもと食事

をとるようにするなど、感染予防を踏まえて対応します。 

(2) ①登下校時や学校生活での諸注意 ②連絡方法等の確保、③生徒の感染が判明した場合、④臨

時休業の判断については、今後とも分散登校期間のとおり行います。 

(3) 今後、新たに感染者が発生し、広域的な予防対策が必要となった場合は、改めてお知らせいた

します。 


